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宮
田
議
員　

!
本
町
の
財
政
状

況
は
、
平
成
二
四
年
度
か
ら
地

方
交
付
税
の
算
定
に
お
い
て
段

階
的
に
減
額
さ
れ
、
平
成
二
九

年
度
か
ら
一
本
算
定
に
移
行

し
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
き
ま
す
の
で
、
今
年
度
も
引

き
続
き
町
長
は
じ
め
職
員
の
給

与
や
定
数
の
削
減
、
保
育
所
の

民
営
化
な
ど
行
政
改
革
大
綱
を

揚
げ
て
い
る
が
具
体
的
に
説
明

を
求
め
る
。

　

!
漁
業
は
農
業
と
と
も
に
島

の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
漁
業
後

継
者
の
育
成
や
所
得
向
上
に
積

極
的
な
振
興
を
図
っ
て
参
り
ま

す
と
う
た
っ
て
い
ま
す
が
漁
業

の
発
展
は
漁
港
の
環
境
整
備
が

あ
っ
て
の
事
だ
が
鳥
島
漁
港
の

航
行
水
路
の
浚
渫
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

平
良
町
長　

給
与
の
削
減
で
は

特
別
職
一
五
％
、
職
員
七
〜
三

％
減
、
定
数
削
減
で
は
他
団
体

へ
の
派
遣
や
儀
間
保
育
所
の
民

営
化
等
を
行
な
い
、
平
成
二
一

年
に
向
け
て
中
央
保
育
所
の
民

営
化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

た
、
漁
業
振
興
に
つ
い
て
は
、

町
の
財
政
状
況
の
動
向
を
見
据

え
な
が
ら
単
独
事
業
で
の
対
応

が
可
能
か
検
討
。

Ұɹൠɹ࣭ ɹ໰฀Ұɹൠɹ࣭ ɹ໰฀Ұɹൠɹ࣭ ɹ໰฀
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宮田　 勇議員

　

宮
田
勇
議
員

一
、
町
長
施
政
方
針
に
つ
い
て

二
、
一
般
質
問
に
対
す
る
町

部
局
の
対
応
に
つ
い
て

　

幸
地
良
雄
議
員

一
、
農
業
振
興
に
つ
い
て

二
、
環
境
保
全
に
つ
い
て

　

仲
村
昌
慧
議
員

一
、
産
婦
人
科
に
つ
い
て

二
、
特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て

三
、
権
限
移
譲
に
つ
い
て

　

崎
村
正
明
議
員

一
、
久
米
島
高
校
の
果
た
す

役
割
及
び
将
来
性
に
つ
い

て
二
、
職
員
の
適
材
適
所
及
び

意
識
改
革
に
つ
い
て

　

饒
平
名
智
弘
議
員

一
、
久
米
島
の
活
性
化
に
つ

い
て

二
、
仲
里
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
町
民
に
も
っ
と
開
放
し

て
欲
し
い
（
最
近
の
健
康

づ
く
り
の
場
と
し
て
）

三
、
久
米
島
一
周
線
（
イ
ー

フ
中
央
通
り
）
道
路
工
事

一
般
質
問
通
告

一
覧
表　
　
　

!

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

町長施政方針について

職員等の給与及び定数の削減、 保育所の民営化に取り組む
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宮
田
議
員　

議
会
は
町
民
の
付

託
に
よ
り
選
挙
に
よ
っ
て
選
出

さ
れ
、
町
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関

と
意
志
決
定
の
場
で
あ
り
、

又
、
町
民
の
代
弁
者
と
し
て
義

務
が
あ
る
。
一
般
質
問
は
町
民

の
政
治
に
対
す
る
生
の
声
で
あ

る
が
真
摯
な
対
応
が
見
え
な

い
、
町
長
の
見
解
を
伺
い
た

い
。

平
良
町
長　

一
般
質
問
に
つ
い

て
は
執
行
部
と
し
て
は
誠
意
を

も
っ
て
対
応
し
て
お
り
、
質
問

内
容
に
よ
っ
て
は
調
査
を
要
す

る
も
の
、
予
算
や
関
係
者
の
合

意
な
ど
す
ぐ
に
出
来
な
い
も
の

な
ど
が
あ
り
、
検
討
し
ま
す
と

い
う
答
弁
に
な
っ
て
い
る
の
も

か
な
り
あ
る
。
こ
の
問
題
の
改

善
策
と
し
て
、
答
弁
は
で
き
る

だ
け
、
で
き
る
、
で
き
な
い
、

調
査
が
必
要
な
ど
明
確
に
答
え

る
よ
う
に
し
、
検
討
し
ま
す
と

答
え
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
事

後
報
告
を
行
う
よ
う
に
し
た

い
。

幸
地
議
員　

町
長
は
農
業
振
興

に
つ
い
て
特
に
今
年
は
重
要
課

題
と
し
て
地
産
地
消
運
動
を
推

進
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

私
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
以
前

か
ら
提
案
し
て
き
た
が
あ
ま
り

進
展
が
な
い
、
今
後
ど
う
い
う

方
法
で
推
進
し
て
い
く
か
。

平
良
町
長　

今
後
早
い
時
期
に

活
動
母
体
で
あ
る
推
進
協
議
会

を
立
ち
上
げ
し
、
生
産
者
グ

ル
ー
プ
の
組
織
化
を
推
進
す
る

と
同
時
に
安
全
で
安
心
な
生
産

物
を
生
産
し
、
島
内
消
費
者
に

流
通
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

幸
地
議
員　

次
に
カ
ラ
ス
の
被

害
対
策
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら

後
、
果
菜
類
や
果
樹
類
等
の
収

穫
期
と
な
る
、
施
設
物
は
別
と

し
て
露
地
栽
培
の
生
果
物
に
つ

い
て
毎
年
カ
ラ
ス
の
被
害
に
生

産
農
家
は
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

地
産
地
消
を
推
進
す
る
う
え
か

ら
も
カ
ラ
ス
対
策
は
重
要
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

平
良
町
長　

カ
ラ
ス
の
被
害
対

策
に
つ
い
て
は
、
県
猟
友
会
に

依
託
し
駆
除
し
て
い
る
が
最
近

で
は
捕
獲
数
が
減
少
し
て
い
る

状
況
で
、
今
後
は
捕
獲
罠
な
ど

別
の
方
法
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

幸地良雄議員

に
つ
い
て

　

宮
里
洋
一
議
員

一
、
堆
肥
工
場
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

　

宇
江
原
総
清
議
員

一
、
鳥
島
射
爆
撃
場
の
早
期

返
還
に
つ
い
て

二
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
の

撤
去
と
こ
れ
に
伴
う
潮
害

防
備
保
安
林
等
の
植
栽
に

つ
い
て

三
、
赤
土
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

安
村
達
明
議
員

一
、
道
路
の
整
備
状
況
に
つ

い
て

二
、
台
風
災
害
対
策
に
つ
い
て

三
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

　

上
里
総
功
議
員

一
、
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン

イ
ー
グ
ル
ス
キ
ャ
ン
プ
の

経
済
効
果
に
つ
い
て

　

翁
長
学
議
員

一
、
比
屋
定
小
学
校
の
用
務

員
の
継
続
雇
用
に
つ
い
て

　

平
良
義
徳
議
員

一
、
公
立
久
米
島
病
院
通
り

の
街
路
樹
の
変
更
と
ベ
ン

チ
の
設
置
に
つ
い
て

! ������������������

一般質問に対する町部局の対応について

 答弁はできるだけ明確に答える
 検討しますと答えたものについては事後報告を行なう

農業振興について

 活動母体である
 推進協議会を立ち上げて推進していく
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幸
地
議
員　

久
米
島
は
循
環
形

社
会
や
環
境
に
配
慮
し
た
産

業
、
観
光
の
創
出
な
ど
を
目
指

し
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
と
位
置
付

け
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
っ

て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
う

い
っ
た
形
で
取
り
組
ん
で
い
く

か
。

平
良
町
長　

久
米
島
町
の
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い

て
平
成
一
九
年
度
は
バ
ー
デ
ハ

ウ
ス
に
お
い
て
海
洋
深
層
水
の

冷
水
を
熱
交
換
し
空
調
機
に
利

用
し
た
。
今
年
度
は
カ
ジ
ン
ダ

ム
や
バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
の
揚
水
ポ

ン
プ
に
太
陽
光
発
電
を
導
入
し

て
い
く
た
め
調
査
予
定
し
て
い

る
。

幸
地
議
員　

宮
古
や
伊
江
島
は

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
利
用
の
実
証

試
験
を
実
施
し
て
い
る
が
久
米

島
は
太
陽
光
、
風
力
発
電
の
実

証
試
験
と
し
て
国
に
要
請
し
て

は
ど
う
か
と
提
案
し
た
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

前
里
課
長　

現
在
県
農
林
土
木

事
務
所
で
太
陽
光
発
電
利
用
を

県
事
業
の
中
で
実
施
出
来
な
い

か
調
整
中
で
あ
る
。

仲
村
議
員　

産
婦
人
科
医
師
の

退
職
に
伴
い
、
四
月
以
降
常
設

科
と
し
て
の
産
婦
人
科
の
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
今
後
の
常
設
科
と
し
て
の

産
婦
人
科
の
見
通
し
に
つ
い

て
、
そ
れ
か
ら
、
妊
産
婦
が
島

外
で
出
産
す
る
場
合
の
具
体
的

な
支
援
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

平
良
町
長　

公
立
久
米
島
病
院

の
産
婦
人
科
医
に
つ
い
て
は
、

全
国
公
募
し
て
い
る
が
、
全
国

的
な
産
婦
人
科
医
不
足
で
常
設

科
と
し
て
の
産
婦
人
科
医
の
存

続
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
ま

た
妊
産
婦
が
島
外
で
安
心
し
て

出
産
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
交
通

費
・
宿
泊
費
等
と
し
て
一
律
十

万
円
を
助
成
し
た
い
。

仲村昌慧議員

! ������������������

環
境
保
全
に
つ
い
て

産婦人科について

常設科としての存続は厳しい　　　　　
交通費、宿泊費として１０万円を助成する

仲
村
議
員　

今
年
の
四
月
か
ら

特
定
健
康
診
査
が
始
ま
る
の
を

前
に
二
月
二
三
日
現
在
、
九
市

町
村
が
受
診
料
を
無
料
化
す
る

こ
と
を
決
定
し
て
い
る
が
、
本

町
は
未
定
と
な
っ
て
い
る
。
本

町
の
受
診
料
の
方
針
に
つ
い
て

ま
た
、
受
診
率
が
目
標
達
成
で

き
な
い
と
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
科

せ
ら
れ
る
が
、
受
診
率
向
上
に

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

平
良
町
長　

平
成
二
〇
年
度
特

定
検
診
の
自
己
負
担
額
に
つ
い

て
一
人
当
た
り
千
円
の
負
担
を

予
定
し
て
い
る
。

宮
里
福
祉
課
長　

生
活
保
護
世

帯
は
無
料
。
受
診
率
の
向
上
に

向
け
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、

各
団
体
へ
の
健
診
受
診
勧
奨
、

並
び
に
集
団
検
診
の
未
受
診
者

へ
戸
別
訪
問
等
を
積
極
的
に
取

り
組
み
受
診
率
の
向
上
に
努
め

る
。

 一人当たり千円負担
 集団検診未受診者へ積極的な戸別訪問等に取り組む

特定健康診査について

太
陽
光
発
電
の
活
用
を
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崎
村
議
員　

専
門
職
を
必
要
と

す
る
技
術
系
の
部
署
で
技
術
強

化
及
び
意
識
改
革
を
図
る
た
め

外
部
か
ら
の
人
材
を
登
用
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

平
良
町
長　

行
政
の
分
野
に
お

い
て
も
知
識
や
技
術
の
高
度
化

が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
に
対
応
す

る
た
め
外
部
か
ら
人
材
を
登
用

す
る
こ
と
に
よ
り
技
術
強
化
及

び
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
方

法
も
あ
る
。
ま
た
、
専
門
的
・

技
術
的
な
業
務
に
つ
い
て
は
、

民
間
委
託
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
本
町
は

職
員
数
が
類
似
団
体
に
比
べ
て

多
い
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
専
門
職
の
外
部
登
用
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。
現
職
員
の

能
力
向
上
と
意
識
改
革
及
び
外

部
委
託
に
よ
り
行
政
課
題
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

久米島町議会事務局（098）985－7128
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崎
村
議
員　

島
の
将
来
を
考
え

た
場
合
、
久
米
島
高
校
の
果
た

す
役
割
は
重
要
と
考
え
ま
す
が

具
体
的
な
人
材
育
成
計
画
等
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
い
た

い
。

比
嘉
教
育
長　

平
成
二
〇
年
度

よ
り
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
派
遣

事
業
を
計
画
し
国
際
化
時
代
に

対
応
す
る
豊
か
な
人
材
育
成
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

崎
村
議
員　

我
々
島
の
子
供
達

を
育
て
る
た
め
に
久
米
島
高
校

に
常
に
関
心
を
払
う
こ
と
が
、

私
は
一
番
重
要
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
人
口
減
少
が
続
く
中

で
本
島
の
高
校
を
志
望
す
る
子

供
達
も
毎
年
多
く
い
ま
す
が
、

果
た
し
て
こ
れ
で
い
い
の
か
。

久
米
島
高
校
に
進
学
し
た
い
と

思
わ
せ
る
施
策
の
取
り
組
み
を

教
育
行
政
か
ら
だ
け
で
は
な
く

島
の
産
業
振
興
も
見
据
え
た
町

も
一
体
と
な
っ
た
具
体
的
な
政

策
を
。

佐
久
田
教
育
課
長　

小
中
学
校

の
教
育
予
算
、
重
要
な
部
分
も

あ
り
ま
す
の
で
今
後
、
久
米
島

高
校
に
つ
き
ま
し
て
も
や
は
り

重
要
だ
と
は
考
え
て
お
り
ま
す

が
、
第
一
に
小
中
学
校
の
子
供

達
の
支
援
を
優
先
に
考
え
て
お

り
ま
す
。

崎村正明議員

専
門
職
の
外
部
登
用
は

　
　
　

考
え
て
い
な
い

職
員
の
適
材
適
所
及
び

意
識
改
革
に
つ
い
て　

国
際
化
時
代
に
対
応　

す
る
人
材
育
成
を
計
画

久
米
島
高
校
の
果
た
す
役
割

及
び
将
来
性
に
つ
い
て　
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饒
平
名
議
員　

本
町
に
お
い
て

は
、
公
共
事
業
の
減
少
に
よ
り

雇
用
が
大
変
落
ち
込
ん
で
い

る
。
町
長
は
、
久
米
島
町
が
生

き
延
び
る
た
め
に
は
、
住
ん
で

い
る
人
を
雇
い
、
島
の
企
業
を

利
用
す
る
よ
う
に
と
よ
く
言
っ

て
い
ま
す
が
国
・
県
・
町
の
公

共
工
事
に
お
い
て
も
、
地
元
企

業
が
仕
事
を
出
来
る
よ
う
な
、

関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
は
。

ま
た
、
今
年
か
ら
は
じ
ま
る
儀

間
ダ
ム
の
工
事
に
対
し
て
も
ど

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

平
良
町
長　

公
共
事
業
は
年
々

減
少
し
雇
用
環
境
が
大
変
厳
し

く
な
っ
て
い
る
の
は
ご
指
摘
の

と
お
り
認
識
し
て
い
る
。
町
は

発
注
工
事
は
も
と
よ
り
、
県
発

注
工
事
に
対
し
て
も
地
元
業
者

が
受
注
で
き
る
よ
う
に
、
機
会

が
あ
る
ご
と
に
要
請
し
て
い

る
。
儀
間
ダ
ム
に
関
し
て
は
清

水
建
設
に
対
し
て
直
接
お
会
い

し
て
島
の
業
者
、
ト
ラ
ッ
ク
や

い
ろ
ん
な
物
を
使
っ
て
ほ
し
い

と
要
請
し
た
。

饒平名智弘議員

久
米
島
の　
　
　

活
性
化
に
つ
い
て

地
元
の
人 
・ 
物 
・ 
企
業
を
利

用
す
る
よ
う
に
取
り
組
む

饒
平
名
議
員　

健
康
づ
く
り
の

場
と
し
て
仲
里
野
球
場
に
草
野

球
の
ナ
イ
ト
ゲ
ー
ム
が
で
き
る

照
明
施
設
を
つ
く
る
計
画
は
な

い
か
。

比
嘉
教
育
長　

野
球
場
の
照
明

施
設
の
計
画
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

饒
平
名
議
員　

一
般
人
達
、
特

に
若
い
青
年
達
は
仕
事
を
終
え

て
か
ら
野
球
を
し
た
い
と
い
う

要
望
が
強
い
為
、
今
後
も
検
討

し
て
欲
し
い
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

使
用
す
る
に
は
東
北
楽
天
ゴ
ー

ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
が
使
っ
た

後
の
施
設
が
長
い
間
放
置
さ
れ

て
い
る
為
、
町
民
が
効
率
よ
く

利
用
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

そ
の
片
づ
け
の
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

平
良
町
長　

キ
ャ
ン
プ
等
で
使

用
し
た
仲
里
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
あ
る
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー

ジ
に
つ
い
て
、
毎
年
撤
去
し
て

い
る
半
分
に
つ
い
て
は
早
め
に

撤
去
し
ま
す
。

饒
平
名
議
員　

半
分
の
撤
去
で

は
安
全
面
に
お
い
て
利
用
者
が

支
障
を
き
た
す
の
で
全
部
の
撤

去
を
し
、
次
年
度
か
ら
は
設
置

場
所
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
欲

し
い
。

照明施設の計画は考えていない

仲里総合グラウンドを町民にもっと　　
開放して欲しい （最近の健康づくりの場として）
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宮
里
議
員　

堆
肥
工
場
の
進
捗

状
況
で
次
の
点
に
つ
い
て
町
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。
堆
肥
工

場
の
完
成
時
期
と
管
理
運
営
に

つ
い
て
、
原
料
の
確
保
と
関
係

者
・
関
係
機
関
と
の
話
し
合
い

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺
い
た

い
。

平
良
町
長　

当
初
計
画
で
は
昨

年
九
月
に
工
事
を

発
注
し
三
月
末
ま

で
に
完
成
す
る
予

定
で
あ
り
ま
し
た

が
、
建
築
基
準
法

改
正
に
よ
る
構
造

計
算
見
直
し
に

よ
っ
て
工
事
発
注

が
大
幅
に
遅
れ
て

い
る
状
況
で
あ

り
、
工
事
発
注
に

つ
い
て
は
、
本
議

会
で
承
認
さ
れ
た

後
に
発
注
し
八
月
末
ま
で
に
は

完
成
す
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
。
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

五
月
頃
ま
で
に
は
施
設
の
委
託

管
理
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
原
料

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
製
糖
工

場
の
ケ
ー
キ
、
バ
カ
ス
、
ト

ラ
ッ
シ
ュ
や
畜
産
農
家
か
ら
の

堆
厩
肥
、
ホ
テ
ル
や
民
間
か
ら

の
残
飯
等
の
材
料
を
利
用
し
た

い
。
関
係
者
と
の
話
し
合
い
に

つ
い
て
は
、
施
設
の
管
理
運
営

委
託
が
決
ま
っ
て
か
ら
一
緒
に

進
め
て
い
き
た
い
。

宮里洋一議員

堆肥工場の進捗状況について

建築基準法改正により工事発注が大幅に遅れている

宇
江
原
議
員　

岩
国
市
長
選
挙

が
あ
り
、
米
海
兵
隊
岩
国
航
空

基
地
へ
の
空
母
艦
載
機
移
転
を

拒
否
し
た
市
長
候
補
に
対
し
、

補
助
金
が
認
め
ら
れ
て
い
た
庁

舎
建
設
費
が
カ
ッ
ト
さ
れ
た
。

結
果
的
に
は
、
移
転
反
対
の
市

長
候
補
は
負
け
た
。
国
の
こ
の

よ
う
な
行
為
は
、
人
の
行
為
で

あ
れ
ば
恐
喝
で
擬
律
さ
れ
る
べ

き
と
判
断
し
て
い
る
。
鳥
島
射

爆
撃
場
の
提
供
拒
否
や
返
還
要

求
に
も
同
様
な
手
口
を
用
い
る

と
危
惧
し
て
い
る
。
国
の
こ
の

よ
う
な
行
為
に
つ
い
て
、
自
治

体
の
首
長
と
し
て
ど
う
思
う

か
。
ま
た
、
漁
業
の
振
興
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
、
早
期
返

還
を
求
め
て
は
ど
う
か
。

平
良
町
長　

在
日
米
軍
再
編
計

画
へ
の
同
意
な
い
こ
と
を
理
由

に
、
岩
国
役
所
庁
舎
改
築
事
業

へ
の
補
助
金
を
凍
結
し
、
二
〇

〇
七
年
度
予
算
に
計
上
し
な

か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
兵

糧
攻
め
と
も
言
え
る
国
の
強
硬

姿
勢
で
、
関
心
で
き
る
手
法
と

は
思
え
な
い
。
漁
業
振
興
と
鳥

島
の
返
還
に
つ
い
て
、
現
在
の

契
約
条
件
で
は
契
約
し
な
い
と

い
う
方
針
。

宇江原総清議員

鳥島射爆撃場の早期返還について

現在の契約条件では契約しない

! ������������������
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宇
江
原
議
員　

西
奥
武
島
、
畳

石
一
帯
、
そ
れ
か
ら
Ｂ
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
付
近
や
清
水
小
学
校

近
く
の
海
岸
一
帯
で
の
植
栽
の

ア
ダ
ン
や
モ
ク
マ
オ
ウ
は
植
え

て
も
枯
れ
る
一
方
で
あ
る
。
そ

の
実
態
に
つ
い
て
掌
握
さ
れ
て

い
る
か
。
ま
た
、
現
存
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
護
岸
で
も
防
潮
林
の

回
復
は
可
能
だ
と
判
断
さ
れ
て

い
る
の
か
町
長
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

平
良
町
長　

松
等
の
立
ち
枯
れ

等
に
つ
い
て
は
、
森
林
資
源
研

究
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
調
査
し

た
が
、
原
因
は
特
定
で
き
て
い

な
い
。
ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

護
岸
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て

も
分
か
っ
て
い
な
い
。

安
村
議
員　

陸
上
競
技
の
で
き

る
環
境
的
施
設
が
失
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
加
え

て
小
中
学
校
ま
で
は
野
球
・
陸

上
と
頑
張
っ
て
い
る
が
、
高
校

へ
進
学
す
る
と
ス
ポ
ー
ツ
を
や

ら
な
く
な
る
傾
向
が
見
受
け
ら

れ
る
。
陸
上
競
技
場
と
ま
で
は

望
ま
ず
と
も
陸
上
の
で
き
る
環

境
づ
く
り
や
、
ス
ポ
ー
ツ
専
門

の
教
師
を
島
へ
擁
立
し
そ
れ
な

り
の
地
位
を
つ
け
る
な
ど
、
全

て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
と
な
る

陸
上
競
技
の
振
興
を
図
る
方
針

は
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

比
嘉
教
育
長　

多
目
的
な
運
動

場
で
多
く
の
陸
上
選
手
を
輩
出

し
て
き
ま
し
た
の
で
陸
上
競
技

の
で
き
る
環
境
と
し
て
は
現
在

あ
る
施
設
で
も
十
分
可
能
で
あ

る
と
考
え
る
。
小
中
学
校
に
お

い
て
は
ス
ポ
ー
ツ
専
門
の
体
育

の
教
師
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、

全
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
と
な

る
陸
上
競
技
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
児
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
小

体
連
・
中
体
連
な
ど
の
陸
上
大

会
へ
の
派
遣
等
を
支
援
し
て
い

る
。
教
育
委
員
会
は
あ
く
ま
で

義
務
教
育
な
の
で
県
立
高
校
に

つ
い
て
は
要
望
・
要
請
を
行
っ

た
。

安
村
議
員　

町
は
台
風
災
害
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
方
法
で
被

害
状
況
を
判
断
し
、
毎
年
台
風

の
時
期
に
な
る
と
大
変
な
恐
怖

を
感
じ
る
地
域
が
多
々
あ
る
事

を
町
は
認
識
し
て
い
る
の
か
。

イ
ー
フ
一
帯
で
は
町
の
施
設
の

一
部
が
飛
散
す
る
な
ど
一
般
住

民
に
大
き
な
損
害
を
与
え
て
い

る
。
台
風
災
害
は
、
そ
の
地
で

生
活
し
て
い
て
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
者
で
な
け
れ
ば
到
底
理

解
で
き
な
い
。
そ
の
状
況
に

よ
っ
て
台
風
対
策
も
変
わ
っ
て

く
る
が
、
台
風
の
威
力
度
に
つ

い
て
、
き
ち
ん
と
把
握
し
て
い

る
人
は
い
る
の
か
。
町
の
台
風

対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

平
良
町
長　

平
成
十
九
年
九
月

の
台
風
十
一
号
は
町
内
に
甚
大

は
被
害
を
も
た
ら
し
、
ほ
ぼ
全

部
の
公
共
施
設
に
お
い
て
被
害

を
受
け
た
。
そ
の
要
因
は
予
想

外
の
風
速
や
対
策
不
十
分
な
た

め
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
管
理

職
が
自
ら
巡
回
し
、
危
険
性
を

把
握
し
改
善
す
る
方
向
で
万
全

を
期
し
て
い
く
。

総
務
課
長　

今
後
常
に
危
機
意

識
を
も
ち
施
設
管
理
に
あ
た

る
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

現
在
あ
る
施
設
で
十
分
可
能

! ������������������

安村達明議員

台
風
災
害
対
策
に
つ
い
て

管
理
職
の
巡
回
で　

危
険
予
測
を
万
全
に

コンクリート護岸の撤去とこれに伴う
潮害防備保安林等の植栽について

森林資源研究センターでは原因不明と回答
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翁
長
議
員　

比
屋
定
小
学
校

は
、
小
規
模
校
と
な
り
複
式
授

業
が
行
わ
れ
、
職
員
数
も
少
な

い
人
数
で
あ
る
。
そ
し
て
教
頭

も
配
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現

在
、
雇
用
し
て
い
る
用
務
員

は
、
主
に
校
内
の
美
化
整
備
、

教
室
内
外
の
修
繕
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
用
務
員
が
廃
止
に
な

る
と
、
少
な
い
生
徒
数
で
は
、

校
内
の
美
化
が
行
き
届
か
な

い
。
ぜ
ひ
用
務
員
の
継
続
雇
用

を
お
願
い
し
た
い
。

比
嘉
教
育
長　

比
屋
定
小
学
校

に
お
き
ま
し
て
は
教
職
員
だ
け

で
は
学
校
の
環
境
整
備
が
十
分

に
図
れ
な
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
平
成
二
十
年
度
も
継

続
雇
用
す
る
方
針
で
あ
る
。

翁
長
議
員　

現
在
雇
用
し
て
い

る
用
務
員
は
技
術
を
持
っ
て
い

る
方
で
、
学
校
も
だ
い
ぶ
助

か
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
二
十
年
度
以
降
も
長
期
的

な
雇
用
を
望
ん
で
い
る
の
で
町

の
配
慮
を
い
た
だ
き
た
い
。

上
里
議
員　

東
北
楽
天
の
春
季

キ
ャ
ン
プ
も
本
格
的
な
久
米
島

野
球
場
が
完
成
し
、
キ
ャ
ン
プ

地
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
、

春
季
キ
ャ
ン
プ
期
間
中
の
施
設

使
用
料
明
細
書
に
よ
る
と
約
四

八
八
万
円
余
り
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
施
設
の
年
間
の
維
持
管
理

費
や
春
季
キ
ャ
ン
プ
の
経
済
効

果
は
。

平
良
町
長　

施
設
の

維
持
管
理
費
に
つ
い

て
は
年
間
二
千
四
七

〇
万
五
千
円
で
、

キ
ャ
ン
プ
対
応
施
設

整
備
費
が
一
千
六
九

七
万
六
千
円
と
な
っ

て
お
り
、
春
季
キ
ャ

ン
プ
の
経
済
効
果
で

約
三
億
円
が
考
え
ら

れ
る
。

　

Ｐ
Ｒ
効
果
は
、
初

年
度
琉
銀
調
査
部
が
二
七
億
の

数
字
を
出
し
て
お
り
、
マ
ス
コ

ミ
を
通
し
て
全
国
へ
発
信
さ

れ
、
そ
の
効
果
は
大
き
い
。

上
里
議
員　

使
用
料
収
入
よ
り

町
か
ら
の
持
ち
出
し
が
多
く
、

今
後
と
も
春
季
キ
ャ
ン
プ
受
け

入
れ
の
た
め
に
年
間
の
維
持
管

理
費
や
対
応
施
設
整
備
費
で
合

計
四
千
四
六
八
万
一
千
円
の
経

費
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
結
果
、
約
三
億
円
の
経
済
効

果
と
な
っ
て
い
る
が
内
容
は
。

上里総功議員

春季キャンプの経済効果について

年間維持管理費約 2,400 万円 経済効果約３億円

! ������������������

翁長　 学議員

比屋定小学校の用務員の継続雇用について

20 年度も継続雇用する
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平
良
議
員　

公
立
久
米
島
病
院

は
平
成
十
二
年
に
開
設
以
来
七

年
が
経
過
し
、
そ
れ
に
伴
い
病

院
・
自
然
文
化
セ
ン
タ
ー
通
り

に
街
路
樹
が
植
え
ら
れ
た
が
二

十
九
の
植
樹
箇
所
が
あ
り
、
ほ

と
ん
ど
が
枯
れ
て
い
る
。
こ
の

木
は
、
さ
ん
ご
樹
と
い
っ
て
有

毒
性
植
物
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。
三
月
か
ら
四
月
頃
に
新
芽

を
ア
オ
ド

ウ
ガ
ネ
の

成
虫
が
食

い
、
樹
木

の
勢
力
が

弱
っ
た
頃

更
に
台
風

の
被
害
を

受
け
、
そ

れ
で
殆
ど

が
枯
れ
た

と
思
わ
れ

る
。
次
に

病
院
通
り
は
通
院
の
為
に
徒
歩

で
往
来
す
る
老
人
も
多
く
、

所
々
に
腰
休
め
ベ
ン
チ
の
設
置

を
要
望
し
た
い
。

平
良
町
長　

同
樹
木
は
沖
縄
県

道
路
緑
化
計
画
の
指
定
木
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ベ

ン
チ
設
置
は
地
理
的
条
件
面
か

ら
不
必
要
と
考
え
て
い
る
。

建
設
課
長　

現
在
の
木
は
全
て

撤
去
し
四
月
以
降
管
理
職
を
中

心
に
新
た
な
木
を
植
え
る
計
画

を
し
て
い
る
。

平良義徳議員

沖縄県道路緑化計画の指定木ベンチは地理的条件面不必要

公立久米島病院通りの街路樹の変更と
ベンチの設置について　　　　　　　

　国立病院は、がん・脳卒中・心疾患などの高度医療の

実施とともに、重症心身障害や筋ジストロフィー・神経難

病、結核、災害医療、へき地医療など、民間では困難な

分野を担い、地域医療においても重要な役割を果たして

います。

　政府は、国立高度専門医療センター（がんセンターなど

６施設８病院）を２０１０年度に非公務員型独立行政法人化

することを閣議決定し、０８年度で中期計画が終了する国

立病院機構（１４６病院）についても０９年度より非公務員化

することを検討しています。さらに０７年末までに、国立

病院を含む全ての独立行政法人を廃止・民営化・民間委

託の対象として全面的に見直し、「整理合理化計画」を策

定するとしています。

　しかし、国民医療の現状は、医師・看護師不足による

診療科・病院の閉鎖、公立公的病院の廃止・休止などに

よって、地域医療が崩壊しかねない状態にあり、必要な

医療を受けることができない医療難民・介護難民が広

がっています。医師・看護師の配置についても、日本は欧

米諸国の数分の一と極めて少なく、第１６６回通常国会（参

議院）において、医師・看護師の増員を求める請願が全

会一致で採択されているところです。

　また、０８年４月から、４疾病（がん、脳卒中、心筋梗

塞、糖尿）５事業（救急、災害、へき地、周産期、小児）

の医療連携体制を含む新たな都道府県「医療計画」がス

タートすることになっており、国立病院を地域の医療提

供体制に位置づけ、地域医療の充実を図ることが求めら

れています。地域医療と国立病院の充実について、下記

の事項を要望します。

記

１、国立病院の廃止・縮小・民営化を行わないこと。

２、地域の実情と地域住民の要望に応じて、国立病院の

機能強化を図ること。

３、医療の複雑高度化に対応し、安全でゆきとどいた医

療・看護を提供するため、国立病院の医師・看護師を

はじめ必要な人員を確保すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出す

る。

　平成２０年３月２７日　　　　　

沖縄県島尻郡久米島町議会　

 【提出先】

内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣、総務大臣

国立病院の廃止 ・ 縮小 ・ 民営化に反対し、 地域医療と国立病院の充実を求める意見書
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議　決　の　結　果

議決の結果議決年月日件　　　　　　　　　名議案番号

可　　決平成２０年３月１１日
南部広域市町村圏事務組合の共同処理する事務及び南部広域市町村
圏事務組合の規約の変更について

議案第４号

可　　決平成２０年３月２７日平成２０年度久米島町一般会計予算について議案第５号

可　　決平成２０年３月２７日平成２０年度久米島町国民健康保険特別会計予算について議案第６号

可　　決平成２０年３月２７日平成２０年度久米島町老人保健特別会計予算について議案第７号

可　　決平成２０年３月２７日平成２０年度久米島町後期高齢者医療特別会計予算について議案第８号

可　　決平成２０年３月２７日平成２０年度久米島町下水道事業特別会計予算について議案第９号

可　　決平成２０年３月２７日平成２０年度久米島町水道事業会計予算について議案第１０号

可　　決平成２０年３月２７日平成２０年度久米島町農業集落排水事業特別会計予算について議案第１１号

可　　決平成２０年３月１１日平成１９年度久米島町一般会計補正予算（第７号）について議案第１２号

可　　決平成２０年３月１１日平成１９年度久米島町国民健康保険特別会計補正予算 （第４号） について議案第１３号

可　　決平成２０年３月１３日久米島町後期高齢者医療に関する条例について議案第１４号

可　　決平成２０年３月１１日久米島町県営土地改良事業分担金等徴収条例について議案第１５号

可　　決平成２０年３月１１日久米島町飼い犬条例の一部を改正する条例について議案第１６号

可　　決平成２０年３月１１日財産の無償譲渡について議案第１７号

可　　決平成２０年３月２７日久米島町職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例について議案第１８号

可　　決平成２０年３月２７日町道の路線認定について議案第１９号

可　　決平成２０年３月２７日辺地に係る総合整備計画の一部変更について議案第２０号

可　　決平成２０年３月２７日材料倉庫棟建築工事請負契約について議案第２１号

可　　決平成２０年３月２７日平成２０年度沖縄県町村土地開発公社事業報告について報告第１号

承　　認平成２０年３月１１日平成１９年度久米島町一般会計補正予算（第６号）について承認第１号

採　　択平成２０年３月１１日航空運賃値上げに関する要請決議について決議第２号

採　　択平成２０年３月１１日航空運賃値上げに関する要請決議について決議第３号

採　　択平成２０年３月１１日航空運賃値上げに関する意見書について発議第２号

採　　択平成２０年３月２７日
国立病院の廃止・縮小・民営化に反対し、地域医療と国立病院の充実
を求める意見書について

発議第３号

採　　択平成２０年３月２７日ハンセン病問題基本法制定等を求める意見書について発議第４号



平成 20 年度会計別予算額
（単位：千円）

比　　　較平成１９年度予算額平成２０年度会計別予算額会　計　項　目

－ 203,7886,046,7745,842,986一 般 会 計

52,9281,095,5701,148,498国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

－ 952,8251,045,18492,359老 人 保 健 特 別 会 計

88,845088,845後期高齢者医療特別会計

－ 26,328276,073249,745下 水 道 事 業 特 別 会 計

353,9894,024農業集落排水事業特別会計

31,360318,325349,685水 道 事 業 会 計

－ 1,009,7738,785,9157,776,142合　　　計

３月定例会　平成 20 年度予算可決

　航空各社は、燃料の高騰を理由に平成２０年４月１日か

ら航空運賃を値上げすることを発表し国土交通省に届け

出た。値上げ率は平均９パーセントになるものと見込ま

れている。

　ところで、沖縄県は、国内唯一の離島県であるため、本

土との交通はもとより生鮮食品等の生活必需物資、特定

農産物等の輸送も航空路に依存し、特に近年は出入域者

の約９０パーセントが航空路を利用している実情にある。

　さらに、本町は離島県の中の離島に位置し、沖縄本島

からも遠く離れ、地理的にも孤立的環境下にあり、航空

路は、生活文化の向上と経済活動の発展に必要不可欠の

ものとなっている。

　また、航空路は町民の生活路線として定着しており、

本町経済の大きな柱をなしている観光産業の振興を図る

ためにも航空運賃の低減措置が強く望まれているところ

である。

　このような状況下での航空運賃の値上げは、町民生活

を著しく圧迫し、本町の産業及び経済の被る打撃は甚大

なものがあるため、町民は航空運賃の値上げを極めて深

刻に受け止めている。

　燃料の高騰を理由とする一方的な航空運賃の値上げ

は、到底町民の理解を得られるものではない。

　本町議会は、町民生活の安定と本町経済の振興を図る

立場から、今回の航空運賃の値上げに強く反対するもの

である。

　よって、政府におかれましては、本町（沖縄県）の地

理的、経済的特殊事情を十分御配慮の上、これまで実施

してきた航空援助施設利用料、航空機燃料税、空港着陸

料等の公租公課の軽減並びに機体購入補助、運賃費補助

等の措置を引き続き実施するとともに、拡大するなど特

段の措置を講じられるよう強く要請する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出す

る。

　平成２０年３月１１日　　　　　

沖縄県島尻郡久米島町議会　

 【提出先】

内閣総理大臣、国土交通大臣、沖縄及び北方対策担当

大臣

航空運賃値上げに関する意見書
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